◇「積み木の町」の解説
　＊激しくネタバレを含みます。本編を読んでから見てね♪

　いつもこんな感じで１５ｐ以内に収めたいよね。

　それでは、解説を幾つか・・・・・・↓

＠勝手に自問自答
Ｑ：何で青龍は朱雀の居場所が解ったの？

Ａ：朱雀がピンチになってヒーローのごとく奴が現れたシーンです。これは本編で軽くほのめかしている奴の“霊感”によるものです。「――――あ」と言ったとき、青龍は別に推理の結果あの場所にたどり着いたわけではありません。

　あの時、青龍は霊体の発する“霊気”を察したわけです。しかも今回の場合は特定の物に宿る“怨念”だったので非常に場所を特定しやすかった。

　それまで気がつかなかった理由は青龍がちょこっと言った「密度」。霊体の“密度”が高い場合、普通の人にも見えやすくなったり中途半端な霊能力者に感知されやすくなります。が、あまりにも密度が高いと霊体は「物質」に相当する“存在感”を得てしまうのです。

　そこいらの霊能力者なら普段から能力全開ではないので、上の「中途半端で感知しやすい」状態。ですが青龍はその普通の状態が並の霊能力者の「全開」に相当する察知能力なので、必要以上に霊の存在を捉えてしまい、実在の人物と勘違いしてしまったというわけです。

　凄いことなんですが、今回みたいなケースでは裏目に出ていますね。これはアメット君の執念も褒めてあげましょう。
Ｑ：マリー（幻想の亡霊）が死んだのは事故（なんで責任問題にならなかったのか）？

Ａ：なんかそのへんゴチャゴチャしていますが、一応文中のみで見ると“事故”です。しかし、これはある種避けようがない事故でした。

　責任追及の話になった時、当時最大の疑問だったのは「なぜ彼女がそこにいたのか？」ということ。

　文中の通り、第４倉庫には鍵がかかっていました。しかも普通は入れない……。鍵を容易に使用できた人物は技術長と工場長、それともう１人がアメット君。
　アメットは自分が完成させた「高級」と名乗れるレベルの初作品である“２頭の馬の彫り物を施した箪笥”の話を彼女にしました。彼女はそれを聞いて、「ゼヒともそれが見たいわ」とアメットにせがみました。

　アメットはそのため、彼女と共に第四倉庫に行きます。その日はそれで終わったのですが、問題はその後。

　アメットは１６才であり、女を知らない少年で、マリーには年上の色気というものがあり、アメットはせがまれるまま、何も疑わずに彼女の願いを聞き続けていました。例えばそう、「いつでもあれを見たいから合鍵が欲しいわ。売りに出されちゃう前に出来る限り見たいの！」などと潤んだ瞳で言われたら「ありがとう、嬉しいよ！」と喜んで差し上げちゃいます。

　第四倉庫はそもそも「高級家具置き場」です。彼女の言葉は５割方本当でしょう。「いつでもあれを見たい」「出来る限りみたいの！」というフォローの部分以外は。

　「合鍵が欲しいわ」「売りに出されちゃう前に」という部分が彼女の本音。これを彼女の本音に正すと「第四倉庫の高級家具が売りに出されちゃう前に合鍵が欲しいわ」となります。そうです、つまりマリーは泥棒さんなわけですね。

　例の事件の日も彼女は恐らく“下見”をしていたのでしょう。どれだけの家具があり、どのような経路で、どんな手段で、いつ、何日までに運び出すか……。

　天罰が下ったと言えばちょっと酷いですが、そんなことを考えて「重さはどれくらいかしら……」などと家具をグイグイ動かしていたら“潰された”。というところですね。ある意味、「呪い」は昔からあったのかもしれません。「カブラ家具の精霊」的ななんかによって……。

Ｑ：「恩にきる」なんて言っておいて、あっさり成仏させすぎじゃね？
Ａ：最後ら辺の青龍がアメットの残留思念を断ち切ったところです。これは冷たい行動に見えますが、霊体に詳しい彼ならではの配慮です。

　あのまま放っておけば、アメットは次第により重要な「情報」を選択しつつ、必要性下位にある「情報」を抹消しながら徐々に消えていきます。

　このケースの場合、最後に残る情報は「あの娘はもういない」です。なぜかというと、この「亡霊の彼女はもういない」という絶望が彼を怨霊として成立させたトリガーだからです。
　もちろん、青龍は理由までは知りませんが、現場の様子と霊体の感覚。それに彼（アメット）が“怨霊”であることを含めもろもろ考えると、「愛する人がいた」「それにまつわる何か絶望的な事実」があったと考えるのが妥当。
　青龍は考えてもロクなことにならないことが多々ある人ですが、今回のようにその場の“直感”で行動する場合は大抵正解の道を行きます。

　本作の場合、アメットが「あの娘はもういない」という状態で消え去るのと「マリー、ずっといっしょにいようね」と思いながら消えるのとでは後者が人として“良い状態”といえるのではないでしょうか。
　どの道消えるので結果は同じですが……。

Ｑ：朱雀は馬鹿なの？

Ａ：いや、馬鹿じゃないですよ、少なくとも。今回酷いくらい精彩を欠き（彼にしては）、これだけ見た人は「何こいつ、偉そうなだけじゃん」と思っていることでしょう。たぶん。
　今回彼が「馬鹿」に見えるのは“苛立ち”によるものです。重度の愛煙家である彼は、禁煙によって洒落にならないくらい苛立っていました。前半で「やや面倒はあったものの」とあるのですが、そこにまつわっています。

　発端は文中にある「リーダー」によって禁煙をしつこく言われて珍しく言う事を聞いたこと。

　禁煙を決意した彼ですが、すぐに限界を迎えます。そして乗換えで待たされたイライラなどでついに我慢できなくなり、隠れて煙草を吸おうとしました。そこを青龍に見つかり、「意思が弱い」「情けない」などと言われて逆切れ。さらにイライラが積もってしまいました。

　前半でやたらと青龍につらくあたっていますが、それはその時の怒りの感情がまだ残っているからです。

　え？「どのみち“器”が小さい男だ」って？
　それについては反論できません……でも、彼はメインの主人公です。

＠サブタイトル一覧
　各「Ａｃｔ」のタイトルを一挙公開！　ただし、全て後付けである。

Ａｃｔ０：亡霊の彼女

Ａｃｔ１：迷子の侍

Ａｃｔ２：何でも屋「四聖獣」

Ａｃｔ３：廃工場のデート

Ａｃｔ４：カブラの黒歴史と金歯ババァ

Ａｃｔ５：猛る侍

Ａｃｔ６：諦めの悪いババァ

Ａｃｔ７：つなぎ役の青龍君

Ａｃｔ８：ガンマン×ゴースト×サムライ！

Ａｃｔ９：亡霊の記録……
